
笠

原

安

夫

林

木

種

子

の

貯

蔵

試

験

第

二

報

杉
、
檎

の

種

子

就

τ 
農

感

博

士

近

藤

高

太

良E

て
緒

冒

杉
、
槍
の
種
子
は
、
そ
の
存
命
一
ヶ
年
又
は
辛
う
じ
て
ニ
ゲ
年
に
し
て
何
れ
も
短
命
種
子
に
岡
崎
す
《
近
藤
。
農
林
種
子
事
前
篇
一
九
三

頁
昭
和
八
年
三
而
し
て
一
般
作
物
種
子
は
之
を
聾
化
石
友
、
生
石
次
等
に
よ
っ
て
乾
燥
す
る
場
合
に
、
そ
の
貯
離
放
巣
は
顕
著
た
る
が
、
林

木
種
子
に
於
て
は
盤
化
石
友
、
生
石
友
等
に
よ
っ
て
過
度
に
或
は
念
激
に
乾
燥
し
た
る
場
合
に
、
そ
の
殻
呆
不
良
に
し
て
、
木
友
に
よ
り
て

徐
々
に
且
つ
温
度
に
乾
燥
し
た
る
場
舎
が
、
寧
ろ
良
好
な
る
が
如
き
宝
認
む
(
向
上
、
二
五
九
頁
〉
。
而
し
て
小
山
氏
め
に
よ
れ
ば
、
杉
は
集

乾
種
子
の
原
重
量
に
封
し
て
七
(
五

l
八
)

U

W

、
槍
に
於
て
は
六
《
四

l
七
v
u
w
内
外
の
水
分
一
を
除
去
す
る
程
度
、
帥
ち
是
等
の
種
子
の
水

分
合
量
の
約
二
分
の
一
内
外
宮
除
去
す
る
程
度
の
乾
燥
注
以
て
最
適
な
り
と
し
、
モ
れ
以
上
の
乾
織
は
不
可
た
り
と
。
叉
白
揮
。
小
山
南
氏

に
よ
れ
ぽ
杉
、
檎
を
帯
磁
し
て
、
空
気
密
封
し
た
る
場
合
に
は
、
杉
は
四
ヶ
年
以
上
、
槍
は
ニ
ヶ
年
以
上
積
芽
力
を
保
存
す
る
と
云
へ
り
・

是
迄
の
研
究
に
よ
っ
て
林
水
種
子
の
登
茅
力
保
存
の
妥
結
は
、

ω遁
鹿
同
乾
燥
す
る
と
と
、
仰
低
温
に
保
持
す
る
と
と
、

mw
吸
禍
せ
'v

品
骨
本
種
子
の
貯
畠
思
議
駿

第
二
回
胃

同
九
七



総
本
震
予
の
貯
厳
試
歯
車

第
二
回
取

め
ざ
る
銭
め
密
封
す
る
と
と
の
三
黙
に

b
る
は
明
が
丘
る
も
、
種
子
の
種
類
、
貯
蹴
方
法
及
び
貯
離
僚
件
の
程
度
に
闘
し
未
だ
十
分
に
研
究

四
九
八

せ
ら
れ
ざ
る
矯
め
に
、
今
日
向
林
水
種
子
の
貯
蹴
は
困
難
服
せ
ら
る
る
な
り
。
著
者
等
は
量
に
林
木
種
子
の
貯
蔵
を
開
始
し
て
、
議
報
的
に

昭
和
二
ハ
年
に
般
斗
科
種
子
に
つ
き
で
殻
表
し
た
る
が
、
拾
に
杉
、
槍
の
種
子
の
護
芽
カ
保
存
に
及
ぼ
す
開
係
漁
度
、
貯
蹴
温
度
、
種
子
の
'

水
分
合
量
及
び
乾
燥
剤
の
影
警
を
草
し
た
る
が
在
、
そ
の
結
果
を
報
告
せ
ん
と
尤

回

試

-
-
、
第

-

て
試

草寺

高
知
肱
魚
梁
潮
替
林
署
よ
り
昭
和
一
四
年
一
二
月
に

寄
贈
を
受
け
た
る
杉
、
槍
の
種
子
に
し
て
、
風
濯
器
〈
種

子
検
査
用
V

に
か
け
て
、
精
選
の
上
貯
蹴
し
た
ち
。

二
、
貯

蹴

方

法

《イ
V

Jア
シ
ケ
l
タ
1
内
貯
蹴
:
;
:
J
ア
シ
ケ
l
H
7
1

厳

《
昭
和
一
四

l
一
八
年
V

第1表

デシケ{夕【中の関

係滋度と硫酸温度.

比重との闘係

関係潟度 続酸混度 硫酸比重|

0.3 '‘ 一 1.倒

0.6 79.2 1.73 

2 75.6 1.67 

5 70.7 1.613 

10 白.B 1.臼8

20 -・ 61.3 1.477 

30 国.4 1.4勿

40 48.3 1.3'76 

回 43.4 1.3却

60 3B.5 1.298 

マQ お3 1.24B 

即 27.3 1.196 

90 1B.5 1.126 

1∞ 。 水

f
中
に
種
子
を
入
れ
、
J

ア
シ
ケ

1
タ
1
中
の
潟
度
、
乞
ば
種
々
比
重
の
異
れ
る
硫
眼
に
よ
っ
て
調
節
せ
り
。
議
比
二
五
度
に
於
け
る
硫
酸
比
重
、

謹
度
及
び
空
挺
の
闘
係
渦
度
の
闘
係
は
第
一
表
の
如
し
。
〈
ウ
ィ
ル
ソ
ン
。
に
よ
る
V

直
径
一
二
・
五
m
，
高
さ
三
一
・
五
m
の
デ
シ
ケ
1
タ
ー
を
用
ひ
、
前
記
比
重
の
硫
酸
を
一
五

O
U
宛
入
れ
、
デ
シ
ケ
1
タ
I
中
の
漁
度
を

前
衰
の
一
四
直
に
調
節
し
、
紙
袋
に
杉
種
子
一
四
g
及
び
槍
種
子
一
一
-
g
を
入
れ
、
向
第
三
報
に
於
て
迷
ぺ
ん
と
す
る
カ
シ
の
種
子
と
共
に



《

ロ

》

J

ア
シ
ケ

l
タ

1
中
に
入
れ
て
室
温
に
於
て
貯
へ
た
り
恥

生
石
次
添
加
:
:
:
又
別
に
生
石
友
を
添
加
し
て
、
温
度
を
襲
へ
て
貯
離
し
た
る
が
、
そ
の
方
法
は
失
の
恥
し
恥

杉
の
種
子
三
一
ニ
・
五

g
に

傍
量
の
生
石
友
六
七
g
を

添
加
貯
蹴

.
槍
の
種
子
二
四
g
に
繕
量

の
生
石
友
四
八
g
を
添
加

貯
離

封
照
と
し
て
杉
、
槍
の
種

子
を
生
石
友
無
添
加
密
封

に
で
貯
蹴

温
度
目
。
、
五
‘

一O
、

一
五
、
二

O
度
及
び
室
温

の
六
種

貯蹴恒温器内の温度昧祝

昭和 15年 昭和正6年
態定温度

刊 11QOC1150 
橡定温度

500 11000 11刊

1 周 5.2 8.9 14.3 1 用 6.3 8.6 15.8 

2 J3 5.4 7.0 13.5 2 局 6.6 7-4 15.4 

3 .Jj 5.3 9.7 16.l 3 刃; 6.7 906 17.5 

4 刃 7.0 8.0 15.5 4 .Jj 7.6 14.4 釦1.1

5 刃 8.8 10.0 15.0 5 用 10.4 16.3 11.8 

6 周 11.0 12.6 16.2 6 周 12.3 16.6 16.8 

7 刃 13.8 15.7 17.7 7 局 9.7 14.0 22.8 

8 周 13.1 16.0 14.5 
11定温度 QOC..・大信2ー伊C

，9 周 12.4 14.0 15.0 

10 用 10.9 12.2 16.8 
の範園なり。

11 周 7.9 9.1 11.2 目 N 却OC...16停には大

12・昆 5.7 10.3 14.3 慢aOCを保て旬。

昭和17年

4EW却れ~8 .Jj約 2~沼室ilèなる.
議定温度 1000円… 昆に不調となりたる軍事め600に入

たり。

h " 5
00・M ・..6且に於て修理中約2週間 100Cに入

れた旬。其の他大慢5-700。

" " 15句・m ・・1時2泊。以Jエにもな句たる鑓め貧磁を
中止したり.

昭和18年

理定温度 100.f)00のもの共に一緒に大陸 500の恒.温室

中に入れたりo6-'?C 

第2表

但
し
、
恒
温
器
の
温
度
は
祉
合
献
勢
の
矯
め
休
電
或
は
不
調
に
因
h
v
て
、

-
賞
し
て
恒
温
と
な
ら
ざ
る
場
合
あ
り
た
る
が
、
各
一
ヶ
月
の

平
均
温
度
は
第
二
衰
の
如
し
・

綜
ホ
様
子
の
貯
蔵
試
駿

第
ご
制
帽

四
九
九



総
本
麗
子
の
貯
蔵
誠
鼠

第
て
嗣
咽

五
0
0

以
上
の
試
験
を
ぱ
、
昭
和
一
四
年
一
二
月
に
開
始
し
て
、
昭
和
}
八
年
一
一
月
迄
続
け
た
り
。

一
二
、
費

芽、

試

験

供
試
種
子
は
昭
和
一
四
年
採
集
に
か
L
る
も
の
に
し
で
、
取
寄
昔
時
即
ち
一
四
年
一
二
月
に
川
砂
床
に
て
、
最
初
問
、
五
日
聞
は
室
温
と

た
し
、
後
に
二
五
度
の
明
所
に
入
れ
て
費
芽
せ
し
め
た
り
。
蛮
芽
歩
合
の
締
切
は
一

杉
三
八
・
八
%
に
し
て
、
杉
種
子
と
し
て
は
可
ゑ
り
の
費
芽
力
を
有
せ
る
普
通
の
種
子
な
り
。
叉
槍
種
子
は
費
芽
歩
合
一
一
一
一
・
八
d
p
kり
し
故

一
ヶ
月
と
せ
り
。
而
し
て
取
寄
昔
時
の
費
芽
歩
合
は

に
、
梢
々
不
良
の
種
子
と
一
五
ふ
ぺ
し
・
之
等
の
種
子
を
毎
年
一
回
帥
ち
一

O
J
こ
一
月
の
聞
に
取
り
出
し
て
費
芽
試
験
を
行
ひ
た
り
。
そ
の

檎
種
子
に
於
て
は
掃
度
一

o
o
u
w
の
も
の
に
於
て
は
徹
の
褒
生
を
見
た
れ
H
C
、
杉
の
如
〈
大
費
生
を
見
ざ
り
き
e

九
O
d
p
の
漁
度
に
於
て

は
‘
鑑
は
極
め
て
少
し
く
費
生
し
た
り
。
叉
閥
係
、
掃
度
五
O
d
n以
下
に

τは
種
子
の
水
分
は
減
少
し
た
り
。

杉
、
槍
共
に
乾
燥
す
る
時
、
そ
の
水
分
と
闘
係
漁
皮
と
の
閥
係
は
相
並
行
し
て
、
よ
く
一
致
せ
り
。

而
し
て

0
・
一
一
一
%
の
域
信
用
中
に
於

τ

方
法
は
川
砂
床
に
て
、
二
五
度
、
明
所
に
置
き
た
る
と
と
嘗
初
の
試
験
に
同

E
・

困

、

貯

臓

の

結

果

《イ
V

聞
係
漁
度
と
織
の
費
生
と
の
聞
係

第
三
表
に
示
す
が
如
く
、
闘
係
滋
度
六
O
d
n
の
も
の
は
、

一
i
ご
ヶ
年
後
に
於
て
も
、
杉
、
柑
共
に
貯
蔵
嘗
初
の
水
分
合
量
即
ち
一
一
一

l

一
四
%
に
し
て
、
聾
化
h
u
認
め
ざ
る
も
、
そ
れ
以
上
の
閥
係
揖
度
K
於
て
は
、
種
子
の
水
分
合
量
は
大
と
た
れ
り
。
而
し
て
一

o
o
d
w
の
漁

度
に
於
て
は
、
杉
に
て
は
徴
を
犬
に
費
生
し
‘

一
ヶ
年
後
に
は
殆
ん
ど
全
部
種
子
は
腐
敗
し
た
り
。
九
O
M
の
渦
度
に
於
て
も
、
徹
は
少
し

く
賞
金
せ
り
。



銚
宇
和
調
子
の
貯
厳
ぷ
画
壇

第
二
回
開

五
0 

段
、
種
子
は
温
度
に
乾
燥
せ
ら
れ
た
る
が
如
し
-

《

ロ

》

聞
係
渦
度
と
寝
芽
歩
合
と
の
閥
係

第
一
一
一
表
に
よ
れ
ば
、
杉
種
子
は
九
O
、
八
O
、
七
O
、
五
O
d
w
の
閥
係
構
度
に
貯
へ
ら
れ
し
時
仲
晶
、

一
0
ヶ
月
後
に
も
稜
芽
力
無
し
e

さ

れ
ど
そ
れ
以
下
の
闘
係
満
度
に
於

τ貯
へ
ら
れ
し
種
子
は
費
芽
力
を
保
存
せ
り
。
而

Lτ
閥
係
渦
度
が
0
・
六
1
l
一
五
%
の
時
に
種
子
の
水

分
含
量
は
閥
i
l八
・
六
%
に
し
て
、
そ
の
も
の
は
一
0
ヶ
月
後
に
於
て
も
貯
離
宮
初
に
比
し
て
左
程
費
芽
カ
は
減
退
せ
ざ
る
を
認
め
た
り
@

漁
度
が
こ
O
l
一
一
一
O
M
に
迄
増
加
す
れ
ば
蛮
芽
力
は
誠
返
し
・
又
0
・
コ
一
%
の
週
間
度
に
な
れ
ば
、
輩
芽
力
は
梢
々
不
良
な
り
き
@
さ
れ
ど
場

度
の
小
な
る
場
合
の
容
は
漏
度
の
大
な
る
場
合
の
害
に
比
す
れ
ば
極
め
て
輯
徴
な
り
。
依
っ
て
種
子
の
渇
乾
の
佐
官
よ
り
も
過
棋
の
害
は
大
な

り
と
云
ふ
ぺ
し
ι
ニ
ヶ
年
後
の
費
芽
刀
は
閥
係
漁
度
二
O
u
m
以
上
に
於
て
は
全
く
失
は
れ
、
掛
度
0
・
六
↓
一
色
場
合
、
印
ち
種
子
の
水

分
合
量
六
l
七
%
の
も
O
が
二
年
後
に
比
較
的
最
も
良
好
な
守
り
き
a

要
之
、
関
係
漁
度
の
一
五
%
以
下
、
特
に
0
・
六
↓
一
広
場
合
、
郎

ち
種
子
。
水
分
合
量
が
六
ト
七
d
w
の
時
、
強
芽
力
保
存
が
比
較
的
に
最
も
良
好
た
り
き
。

次
に
檎
種
子
の
結
果
乞
見
る
に
‘
貯
蹴
一
0
ヶ
月
の
結
苦
於
で
円
闘
係
構
度
0
・
六
1
5
0
%
即
ち
次
分
合
量
五
・
四

i
九
・
八
d
w
o

種
子
に
於
て
は
絹
可
な
り
の
蛮
芽
力
一佐
保
持
せ
る
も
、
場
度
五
O
M
以
上
の
相
場
合
は
、
費
芽
力
を
会
く
失
ふ
。
ニ
ヶ
年
後
に
は
何
れ
の
種
子

も
殆
ん
ど
稜
芽
力
生
失
へ
り
。
但
し
闘
係
損
度
一
O
M
以
下
の
受
口
、
郎
ち
種
子
の
水
分
間
l
A
d
m
の
場
合
巴
一
少
年
後
に
於
て
向
極
少
量

強
奔
す
る
も
の
あ
り
。
要
之
、
檎
の
種
子
に
於
て
も
醐
係
融
度
一
ニ
O
%
以
下
‘
特
に
一
O
%
以
下
、
師
ち
種
子
の
水
分
間
|
八
婦
に
於
て
費

芽
カ
保
存
が
最
も
良
好
宏
る
を
見
た
り
。

敢
に
注
闘
す
べ
き
は
、
杉
、
槍
共
に
場
度
一
o
o
d
n
k
於
て
貯
へ
ら
れ
た
る
場
合
に
僅
少
な
れ

E
費
芽
力
を
保
持
す
る
と
と
た
h
v
・
此
種
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第
3
去

関
係
、
漁
度
と
貯
離
種
子
の
蛮
芽
力
及
び
種
子
の
水
分
合
量
と
の
関
係

麓
子
iKl 
度
デ
ル-
r

牢
10
J3 
1
 16 
iF 
10 
J3 
117，年
1
1
4
'

タ
ー
申
の

備

関
係
潟
度
愛
称
合
|
水
分
含
設
芽
歩
合
|
水
分
含
置
設
芽
歩
合
|
水
分
含
量
語
系
!

考

'‘ 
'‘ 

'‘ 
'‘ 

勃

'‘ 
'‘ 

噛

1∞
 
38.8 
1 3.
8
 
議
0.5
27.2 
一

一
-
・
・
カ
ピ
著
し
く
愛
生
し
た
宣
言
寅
厳
中
止
。

90 
"
 
"
 
。
17.3 
。

も
16.0
一

-
・
・
少
し
カ
ピ
カ
:
~
更
生
す
。

8
0
 
"
 
胃
。
16.
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16.6
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問
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15.
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回
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40 
"
 
H
 
1.5
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。
11.8 
一

杉
室
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貯
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却

h
 
"
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第
4
表

貯
蕗
種
子
l亡
生
石
友
添
加
と
輩
芽
カ
保
存
と
の
関
係

川
平ι

姐
寧
日
周
16 
&jII 
10
周

積
子
貯
厳
温
度
慮
理
方
法
貯
厳
開
始

踊
歩
合
|
水
分

野
合
|
相
会
霞
設
芽
歩
合
|
水
分
含
量
僻
歩
合i水
分
含
量
歩
合

句

'‘ 
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司O
生
石
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添
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曹
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S神崎

arH拍
車
弓
パ
由
時
四
瑚
苫
ハ
品
明
暗
綱
》
し
門
司
渇
器
「
神
H
A
M
e

聞
に
、
叉
五
度
に
貯
へ
し
生
石
友
無
添
加
の
も
の
は
ニ
ヶ
年
の
聞
に
、
貯
蹴
瓶
の
封
蝋
が
制
が
れ
し
詩
め
水
分
を
吸
牧
し
漁
り
居
り
た
る
放

に
、
是
等
を
除
外
せ
hv

・

。。

き
宵
諜
行
抽
酬
丑
決
議
憎
除
ロ
パ
副
市
市
M
甲
山
臨
調
。
刊

H-r

第
四
表
に
よ
れ
ば
杉
槍
共
に

O
度
及
び
五
度
に
於
て
は
、
生
石
衣
の
添
加
、
無
添
加
共
に
護
芽
カ
保
存
は
良
好
な
り
。

一O
l二
O
度
た

〆

ら
ば
プ
ゲ
年
聞
は
蛍
芽
力
を
保
持
す
。
，
声
温
に
於
て
は
そ
の
保
存
は
不
良
た
り
。
而
し
て
此
聞
に
於
け
る
生
石
友
の
殻
巣
を
見
る
に
、
無
様

加
に
比
し
て
生
届
友
添
加
の
却
っ
て
劣
る
場
合
多
き
を
一認
め
、
著
者
等
の
強
期
と
は
金
く
相
反
せ
り
。
と
れ
、
そ
の
水
分
減
少
が
過
度
、
宜

総
本
穂
子
の
貯
磁
試
厳

第
二
回
報

至
。
五



持
柿
木
種
子
の
貯
蔵
試
駿

第
二
回
曙

至
。
六

つ
念
激
た
り
し
に
よ
る
た
ら
ん
.
そ
の
水
分
は
二
%
以
下
に
た
り
で
著
し
く
減
少
せ
り
。
唯
五
度
に
於
て
貯
へ
し
も
の
は
、
生
石
次
を
添
加

ず
る
も
、
向
そ
の
水
分
が
、
一
一
一

l
六
dw
に
し
て
過
乾
な
ら
ざ
り
し
故
に
、
費
芽
カ
保
存
が
良
好
訟
り
し
か
。
惟
ふ
に
此
貯
臓
に
於
て
は
、
生

石
友
を
種
子
霊
の
傍
量
と
せ
し
故
に
恐
ら
く
過
多
た
り
し
た
る
べ
し
。

杉
、
槍
共
に
生
石
友
無
添
加
に
於
て
は
、
温
度
五

i
ニ
O
度
に
て
は
、

ヶ
年
後
に
は
、
一
五
度
及
び
一
五
度
以
土
に
於
て
は
殆
ん
ど
殻
芽
せ
守
、

一
0
ヶ
月
聞
は
殻
芽
カ
は
飴
り
減
退
す
る
と
と
無
か
り
し
も
、

一
O
度
に
於
て
は
尚
費
芽
し
た
り
。

杉
の
種
子
に
於
て
は
、
之
を
五
度
に
於
て
、
生
石
友
添
加
に
て
貯
へ
.
し
場
合
に
、
四
ヶ
年
後
に
も
若
干
の
費
芽
力
を
保
有
し
、
又
槍
の
種

子
に
於
て
も
、
五
度
に
て
生
石
友
を
添
加
せ
し
場
合
に
、
こ
か
年
後
に
も
若
干
の
護
芽
カ
宜
保
有
し
た
り
。
か
く
五
度
の
場
合
生
石
友
添
加

は
良
好
た
る
結
果
を
示
し
た
り
。

要
之
、
杉
、
槍
の
種
子
宝
生
石
友
と
混
合
し
て

O
度
叉
五
度
の
如
き
低
温
に
貯
ふ
る
は
貯
雑
結
果
良
好
な
り
。
さ
れ
ど
温
度
bz
高
め
且
つ

生
石
友
量
多
く
し
て
、
温
度
念
激
に
乾
燥
す
る
時
は
生
石
友
添
加
は
却
ヲ
て
客
あ
る
が
如
し
・

-
品
、
第

.園田・-
回

試

艶

(
昭
和
一
六

l
一
八
年
V

て
試

料

第
一
回
試
験
の
経
過
に
鑑
み
て
、
昭
和
一
六
年
一
二
月
に
横
潰
植
木
曾
枇
よ
り
杉
、
槍
の
種
子
を
購
入
し
て
、
・
究
に
述
ぷ
る
が
如
く
、
第

二
回
の
試
胎
b
L

温
加
施
行
し
た
り
。
併
し
、
そ
の
時
の
杉
の
費
芽
歩
合
は
二
五
・
ニ
dm
、
檎
は
一
二
・
o
d
w
に
し
て
廟
者
共
に
普
通
品
以
下
の

種
子
な
り
さ
.



二
、
貯

法

蹴

方

《イ
V

ダ
シ
ケ
1
タ
l
内
貯
磁
:
:
:
第
一
回
試
験
と
悶
巴

4
、
向
型
の
デ
シ
ケ
1
タ
l
b
z
用
ひ
、
各
硫
酸
一

0
0
同
生
入
れ
、
濃
度
を
聾

へ
て
、
デ
シ
ケ
1
タ
1
内
の
聞
係
漁
度
を
一

0
0
、
八
O
、
六

O
、
四
O
、
二

O
、
一
O
、
二
、

0
・
一
一
マ
係
と
な
せ
り
。
そ
O
中
へ
杉
種
子

を
こ

O
g宛
、
槍
種
子
を
一

O
g宛
紙
袋
に
入
れ
た
る
ま
L
貯
へ
た
り
。

生
石
友
、
腫
化
石
友
添
加
並
に
穴
埋
蔵
・
:
:
・
生
石
友
添
加
の
試
験
は
、
前
回
に
於
て
生
石
炭
置
の
種
子
二
倍
量
は
過
多
た
る
を
認

《

ロ

)

め
た
る
故
に
、
二
倍
量
、
等
量
、
叫
¥
呂
、
~
山
¥
M
O
、
MNho
と
・
な
し
た
り
@
又
別
に
堕
化
石
友
H
¥
ω

量
を
加
へ
た
る
も
の
を
設
け
て
、
是
等
を
凡

i 

て
輝
氏
五
度
及
び
一

O
度
に
貯
へ
た
り
。
山
同
劃
照
と
し
て
、
瓶
密
封
及
び
袋
入
を
一

O
度
及
び
室
温
に
於
て
貯
へ
、
又
瓶
密
封
を
穴
埋
離
ξ

た
し
て
比
較
に
供
せ
り
・

穴
埋
蹴
は
第
一
報
。
に
於
て
越
べ
し
が
如
く
、
地
上
に
高
さ
六
尺
の
土
鰻
頭
の
堆
積
土
伝
作
り
、
其
中
ヘ
高
さ
二
尺
、
幅
二
尺
五
寸
の
有

底
木
箱
を
入
れ
、
と
の
箱
の
内
へ
瓶
及
び
デ
シ
ケ
1
タ
ー
を
安
置
し
て
、
そ
の
空
隙
に
は
飽
屑
を
充
し
、
そ
の
箱
は
、
上
部
を
板
3
1
び
ト
タ

ン
板
に
て
覆
ひ
、
之
に
約
三
尺
の
高
さ
に
国
頭
欣
に
土
を
盛
り
て
、
穴
埋
蹴
と
・
な
し
た
り
。

《ハ
V

異
る
水
分
合
量
の
種
子
の
貯
蔵
:
・
:
・
貯
蹴
前
に
種
子
を
濃
硫
酸
ヂ
シ
ケ
1
タ
l
中
に
入
れ
て
、
一
定
度
の
合
水
量
と
た
し
た
る
種

子
を
各
秘
密
封
し
て
、
室
温
、
穴
埋
臓
、
及
び
低
温
《
五
度
ν
に
置
き
た
り
。
卸
ち
杉
《
水
分
一
五
・
七
%
〉
、
槍
ハ
水
分
一

0
・
七
%
V
を
共

に一ニ

O
g宛
〈
締
計
杉
二
一

O
g
、
槍
一
五

O
g〉
を
濃
硫
酸
二
五

0
0
α
入
の
デ
シ
ケ
ー
タ
l
中
に
置
き
て
乾
燥
せ
し
め
た
り
‘
秤
量
に

よ
り
て
設
定
の
水
分
合
量
に
遣
し
た
る
時
〈
第
一
、
二
闘
)
種
子
生
取
出
し
て
、
瓶
密
封
し
て
直
ち
に
所
要
温
度
の
恒
温
器
に
入
れ
て
貯
蔵

し
た
り
。
穴
埋
臓
の
み
は
、
室
温
に
置
き
て
五
開
口
上
旬
一
斉
に
埋
め
込
み
た
り
・

林
木
瞳
帽
子
の
貯
厳
試
.

第
二
回
報

五
O
七



杉種子デシクーター中の乾燥紙況第1圃

綜
本
種
子
の
貯
am
説
厳

修一
一般

玉
O
八

2D 

理I滑
(/) 

水 10
分
含
量 s，...、
% 、J

'Ir 

デ
シ
ク

1
タ
ー
よ
り
種
子
を
取
hv
出
し
た
る
月
日
は
第
七
表
に
記
入
せ
り
@
杉
種
子
は
水
分
を

一ニ・五
dn
に
た
す
に
八

0
日
聞
を
要
し
、
槍
は
水
分
を
一
ニ
・
一
ニ
，
%
に
な
す
に
五

o
a聞
を
要
し
た

Z骨p、

h
y
。
叉
元
の
水
分
よ
り
多
き
含
水
量
と
な
す
に
ほ
、

一
O
O
d
w
の
閥
係
掃
度
中
に
置
を
た
り
・

/611可

ー帰

上
越
の
各
試
験
に
於
て
室
温
貯
離
と
せ
し
は
、

、Ilf

直
射
日
光
の
嘗
ら
ざ
る
部
屋
の
棚
に
置
き
た
る
も

の
な
り
。

恒
温
器
は
第
一
回
試
験
に
用
ひ

μも
の
と
同
じ

一
緒
に
入
れ
た
り
。
恒
温
器
内

糊

何

一

'm

L

m

5

0

 

種
子
の
水
分
含
量
〈
M
P
)

を
生
ぜ
し
も
の
あ
り
し
は
遺
憾
な
り
。
か
く
の
如
き
種
子
に
就
い
て
は
試
験
を
中
止
せ
h
p
・
而
し

き
も
の
に
し
て
、

に
b
り
て
、
瓶
の
封
蝋
が
剥
げ
て
吸
・
識
せ
る
種
子

て
恒
温
器
内
温
度
は
第
二
衰
の
一
七
年
、

一
八
年
の
如
し
・

室
温
及
び
穴
埋
蔵
温
は
別
に
記
録
せ
ざ
hv
き。

• 

以
上
の
試
験
を
昭
和
一
七
年
一
月
に
開
始
し
、
昭
和
一
八
年
一
一
月
迄
継
続
し
た
り
。

一
一
一
、
貯
臓
の
結
果

《
イ
}

関
係
漁
度
と
種
子
。
水
分
合
量
聾
化
と
の
閥
係

一
O
日
目
毎
に
之
を

杉
種
子
。
水
分
一
五
・
七
dn
、
槍
種
子
の
水
分
一

0
・七
Mm
の
も
の
を
、
二

g
秤
量
し
て
、
各
闘
係
損
度
中
に
入
れ
、

• 



探
り
出
し
て
秤
量
し
、
計
算
に
よ
っ
て

水
分
含
量
を
決
定
し
た
り
。
そ
の
水
分

含
量
の
費
化
は
第
三
、
四
圃
の
如
し
。

関
係
漏
度
一

oouwの
内
に
置
き
し

種
子
に
は
、
昭
和
一
七
年
五
月
一
八
日

頃
よ

P
、
杉
司
槽
共
に
績
を
生
ヒ
始
め

六月-一一

O
日
に
は
相
官
多
く
白
徹
を
見

た
り
。
而
し
て
七
月
二

O
日
に
は
徹
の

時
に
袋
が
破
れ
た
り
。
以
後
秤
量
せ
や

し
て
一

O
月
二
八
日
に
乾
燥
法
に
よ
り

て
水
分
を
見
た
る
に
、
杉
は
六
月
一
二

O

B
檎
は
六
月
九
日
の
水
分
に
相
一
致
し

た
る
故
に
、
そ
の
時
平
衡
蹴
態
に
遣
し

た
り
と
認
め
‘
第
三
、
四
固
に
於
て
賠

線
を
以
て
示
し
た
り
。

第
三
、
四
闘
に
よ
り
て
、
杉
、
檎
共

桃
本
種
子
の
貯
雌
試
睡
眠

修一‘副司
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1
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株
木
種
子
の
貯
蔵
試
駿

第
二
回
限

に
八

O
%以
止
の
開
係
漁
度
中
に
あ
り
で
は
種
子

は
元
の
水
分
よ
り
多
く
な
り
て
、
六

O
d
nに
於
て

は
大
髄
元
の
水
分
と
差
異
な
く
、
四
O
M以
下
に

て
は
水
分
を
減
少
し
た
り
い
而
し
て
平
衡
に
達
せ

し
と
認
め
し
は
両
者
共
に
六
月
下
旬
な
り
。
帥
ち

約
五
ヶ
月
を
要
し
た
り
。
第
て
ニ
固
と
第
三
、

四
岡
と
を
比
較
す
れ
ば
、
デ
シ
ケ
l
タ
ー
に
犬
小

あ
り
、
且
っ
そ
の
試
料
に
も
多
少
あ
り
た
れ
ど
、

水
分
合
量
の
減
少
欣
態
は
犬
煙
よ
く
一
致
せ
る
を

認
む
@
又
第
一
回
試
験
の
結
果
と
も
一
致
せ
る
が

故
に
、
異
る
開
係
掃
度
。
内
に
あ
り
て
種
子
の
水

分
合
量
の
艶
化
す
る
扶
態
は
正
確
・
な
り
と
一
式
ふ
ぺ

し

闘
係
渦
度
と
殻
芽
歩
合
と
の
閥
係

貯
蹴
中
の
昼
集
の
闘
係
協
度
と
種
子
の
費
芽
カ

《

冒

》

保
守
と
の
闘
係
は
第
五
衰
の
如
し
。

玉一

O

関係混度と貯蔵種子の蛮芽力及び水分合量との闘係

濃関係度
貯蔵開始冊 17 年 11 眉 18年周

議 子

毒事|議 星雲|欝|水分含量
備 考

悼

ー-

噛

17判.5海
悼 悼 悼 3，.e 0 

1∞ 25.2 1.0 1.5 26.9 3.0 

加 " 
開 。。11M 。。後芽粒を認

60 fI 曹 。。 14.0 。。む
杉 40 fI fI 3.0 2.5 10.8 。。
水(l分5.7含%量〉 20 持 " 13.0 1.0 6.6 1.0 3.0 

10 " fI 14.5 2.0 5.7 1.5 3.5 
‘2 fI fI 65 5.5 2.5 0.5 戸;.0

。3
" " 0.5 4.0 1.2 

o . 。
1∞ 12.0 。42 。21.7 1.0 骨 。
回 " " 
。。14.5 。。

回 " " 
。。 10.7 。。

倦 40 fI h 0.5 。 8.5 。。
水(1分0.7含%量〉 20 " " 5.0 

。 5.4 2.5 。 ， 

10 
" fI 3.5 0.5 4.4 1.5 

。
2 fI " 4.5 0.5 1.8 1.5 1.0 
0.3 開 " 0.5 0.5 1.0 

。。
車問カピ後生したるによってカピの無着位を選別Lて震芽試磁をなした句.

第5表



抽
柿
木
種
子
の
貯
蔵
試
騒

係
ニ
砲

五一

第
五
衰
に
よ
れ
ば
、
杉
、
槍
共
に
、
一
0
ヶ
月
後
に
は
、
関
係
漁
度
八
O
U汐
及
び
六
O
d
wに
於
て
は
、
そ
の
殻
芽
カ
を
金
く
失
ひ
た
り
・

杉
種
子
は
闘
係
揚
度
一

O
lこ
odm(種
子
の
水
分
五
・
七
l
六
・
六
%
V
槍
に
於
て
は
ニ
l
ニ

o
d
(種
子
の
水
分
了
八

l
五
・
四
U

と

に

於
て
比
較
的
に
よ
く
費
芽
力
を
保
持
し
た
り
。

関
係
漁
度
四
O
d
m及
び
そ
れ
以
上
に
於
て
は
、
杉
檎
共
に
護
芽
カ
保
持
は
悪
し
。
又
極
皮
の
乾
燥
空
気
中
に
於
て
も
亦
殻
芽
カ
を
損
し
た

り
。
杉
に
於
て
は
漁
度
0
・
三

l
ご
%
、
槍
に
於
て
は
0
・
一
二
，
%
は
種
子
貯
蹴
に
は
過
乾
・
な
り
。

闘
係
、
場
度
4
0
0
%
の
集
中
に
て
は
徹
b
E
，
生
じ
た
る
が
、
そ
の
徽
の
付
か
ざ
る
種
子
の
み
を
選
べ
ば
、
ニ
ヶ
年
後
に
も
護
芽
す
る
も
の
あ

る
を
認
め
た
り
。
と
れ
第
一
回
試
験
ハ
第
三
表
V
に
於
て
特
に
注
目
す
べ
き
事
賓
な
り
と
述
べ
置
き
た
る
と
と
の
誤
な
ら
ざ
る
を
示
す
た
り
。

か
く
過
掃
扶
態
に
貯
へ
ら
れ
し
種
子
が
何
故
そ
の
費
芽
カ
保
持
に
可
た
る
か
は
そ
の
原
因
明
か
な
ら
司令
。
後
日
の
研
究
に
侯
っ
と
と
と
す
。

種
子
が
活
性
欣
態
に
あ
り
て
徹
菌
の
攻
撃
に
劃
し
て
抵
抗
性
②
る
も
の
な
る
ぺ
し
・

杉
、
槍
の
種
子
に
は
異
常
費
芽
を
な
す
も
の
多
し
。
殊
に
よ
く
乾
燥
せ
ら
れ
し
種
子
に
そ
の
費
生
多
ぎ
を
認
む
。
乞
れ
乾
燥
貯
臓
上
の
一

障
害
た
り
。

此
試
験
に
於
て
は
杉
、
槍
共
に
種
子
貯
離
に
は
関
係
渦
度
ニ

l
=
o
d
wが
良
好
に
し
て
、
之
川
4
h
v
漁
分
の
多
き
は
有
害
な
る
は
勿
論
、
過

度
の
乾
燥
も
害
あ
る
を
認
め
た
り
。
第
一
回
試
験
に
於
て
は
杉
に
て
は
0
・
六

l
一
五
%
、
檎
に
て
は
0
・
六
!
三

O
M主
ら
ば
殻
果
あ
る
を

認
め
た
る
が
、
両
者
は
柑
々
一
致
せ
り
正
一
五
ふ
ベ
し
@
さ
れ
ば
一
般
的
に
一
五
へ
ば
杉
槍
共
に
開
係
揖
度
ニ

l
ご
O
Mが
誼
賞
な
り
と
断
定
す

る
も
大
な
る
誤
な
か
ら
ん
。

一
，
%
以
下
の
極
度
の
乾
燥
空
集
は
車
問
る
る
が
如
き
を
認
む
。
四
O
M以
上
に
漁
気
を
婚
す
時
は
、
そ
の
増
加
に

従
ひ
益
三
宮
芽
カ
保
存
に
寄
る
り
。
種
子
の
水
分
合
量
よ
り
一
再
へ
ば
四
|
八
%
が
費
芽
力
保
有
に
最
も
遁
賞
た
る
が
如
し
・



締
本
麗
子
の
貯
厳
誠
臨

第
二
櫨

五

に
て
は
多
少
の
費
芽
力
を
害
さ
れ
た
り
(
前
回
は
齢
り
被
害
な
か
り
し
も
v
・
依
っ
て
前
後
二
回
の
結
果
を
綜
合
し
て
考
察
す
る
に
、

温
度

-《ハ
V

生
石
友
及
盛
化
石
友
添
加
と
費
芽
歩
合
と
の
闘
係

第
一
回
の
試
臓
に
よ
れ
ば
、
杉
、
槍
の
極
子
に
生
一
ゐ
友
の
俗
量
を
加
ふ
れ
ば
、
種
子
は
過
乾
に
な
り
て
、
貧
め
に
護
芽
力
の
寄
せ
ら
る
る

を
見
た
h
v
・
唯
そ
の
時
温
度
五
度
・
な
ら
ば
無
容
な
り
き
・

第
六
表
に
よ
れ
ば
、
第
二
回
の
試
陪
酬
に
於
て
、
・
温
度
五
度
に
で
金
石
友
を
傍
量
、
等
量
、
叫
¥
回
。
、
凶
¥
H
O

及
び
聾
化
石
友
ぞ
ω
量
を
加
へ

た
る
に
、
杉
種
子
は
生
石
友
傍
量
匿
に
於
て
は
梢
k

不
良
な
る
も
・
他
の
量
に
て
は
容
な
き
を
認
め
た
り
。
叉
槍
に
於

τも
、
生
石
次
傍
量

の
如
何
に
拘
ら
歩
、
杉
、
檎
の
種
子
に
傍
量
の
生
石
友
b
L
加
ふ
る
は
過
多
に
し
て
、
過
乾
の
結
果
費
茅
カ
を
筈
さ
る
も
の
と
認
む
ぺ
し
・
生

石
友
は
種
子
重
の
ど
切
に
て
足
れ
h
v
。

-
弐
に
堕
化
石
友
を
種
子
重
の
同
¥ω

量
添
加
し
た
る
に
、
極
め
て
費
芽
カ
保
持
に
有
効
な
り
ー
と
れ
徐
々
に
吸
滅
し
て
過
乾
に
至
ら
ざ
る
に

因
る
怠
ら
ん
・
さ
れ
ど
恐
ら
く
と
ω
量
以
下
に
で
も
十
分
な
る
べ
し
・

叉
此
試
験
の
如
く
低
温
(
五
度
、
時
に
一

O
度
に
な
れ
り
V

に
種
子
を
貯
ふ
れ
ば
、
そ
の
水
分
合
量
が
杉
一
五
・
六
係
、
槍
一

0
・
七
%
以

下
左
ら
ば
、
特
に
乾
燥
剤
を
加
へ
て
乾
燥
す
る
の
必
要
無
き
を
見
た
り
。
但
し
前
回
の
試
験
に
於
て
は
、
杉
種
子
が
吸
滋
し
て
そ
の
水
分
含

量
が
一
七
・
九
dn
な
り
し
も
の
は
、
五
度
に
貯
ふ
る
も
、
明
か
に
費
芽
カ
は
低
下
し
、
過
多
の
水
分
を
含
む
時
は
低
温
に
置
く
も
費
芽
は
不

良
な
る
を
認
め
た
り
(
第
四
表
杉
五
度
の
分
参
m
m
w

姐
度
一

O
度
に
貯
へ
し
も
の
は
恒
湿
器
具
放
の
矯
め
夏
季
二
ヶ
月
間
室
温
に
た
り
じ
故
に
、
盈
芽
力
は
半
減
以
下
に
な
り
き
・
そ
れ
ど
室

姐
並
に
穴
埋
蹴
よ
り
も
高
温
の
期
制
短
か
り
し
放
に
、
そ
の
結
果
は
そ
れ
等
よ
り
も
良
好
左
り
を
。
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* 1()OC昭和18年九 8用に1暗室温とな旬、周年10周以降は不調のためfiOCと一信
になしたり。

一織は昭和18'1'に富きて針個Eが一部制げし震め、著し舎吸濁を認めたる依に、震磁を

中止せ句.
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持
件
木
穂
子
の
貯
蔵
試
駿

第
二
級

穴
埋
蹴
と
室
温
貯
蔵
と
を
比
較
す
る
に
、
無
乾
燥
の
種
子
に
於

て
は
穴
埋
蹴
も
室
温
貯
蹴
と
差
異
な
く
し
て
、
そ
の
款
問
就
無
き
を

認
め
た
り
・

《

=
v

異
る
水
分
合
量
の
種
子
の
貯
蔵

る

管長
瓶最
に初
密に
封換
し硫
て隈
に
室て
温種
J 子

盆主
培定

会零
警吾
=聖水

韮-害
時，な
にし
ーた

O
度
に
昇
れ
り
)
に
於
て
貯
離
し
た
る
結
果
は
、
第
七
衰
の
如
し
，

第
七
表
に
よ
れ
ば
、
杉
に
於
て
は
水
分
合
量
一
ニ
・
五

i
一
二
・
五

dn
、
特
に

-
E
l九
dn
、
槍
に
於
て
は
一
一
一
・
一
ニ

l
八
・
九
dw
の
も
の
が

費
芽
カ
保
持
良
好
た

p
。
之
よ
り
水
分
多
き
種
予
に
於
て
は
費
芽

カ
保
持
は
不
良
ゑ
h
v
。
杉
、
精
共
に
水
分
四

l
八
%
な
ら
ば
最
も

良
好
た
hv・

乾
燥
種
子
は
、
之
を
穴
埋
蔵
に
ず
れ
ば
、
室
温
貯
蹴
よ
り
も
梢

棺
可
た
る
が
如
し
・
と
恥
夏
季
の
集
温
が
穴
埋
臓
に
於
て
幾
分
低

S
E
が
詩
た
h
v
e

揖
氏
五
度
に
貯
ふ
れ
ば
、
種
子
の
水
分
と
殻
芽
力
保
持
と
の
間

玄一一回

異る水分含量の種子の貯離結果

貯蔵開始期 17年 1眉
種子 温度

水分含匿|期日 正常綬芽I異夜常芽 正信断|欝正常設芽|欝
15.7 '‘ 174.2R.H 9 25， .. 2 1'.‘ 0 '‘ 1， .. 0 。l' 0 ，. 

1.0 

14.2 2.19 h " 11.5 3.0 0.5 
。

12.5 2.24 " " 20.0 
1.5 3-5 。

杉
室温 tO.6 3.5 11 " 2:j.O 0.5 t.5 1.5 く癒密封〉

6-5 3.26 " " 12.5 
2.0 0.5 。

4.5 4.24 " " 15.0 2.0 2.5 3.5 
3.8 6.6 " " 10.0 2.5 2.5 0.5 
13.5 1'7.2.16 ロ.0 。。。。。
10.7 2.9 " " 

。 。。。
室温 8.9 3.9 " " 8.0 

。。。
僧
〈悠密封〉 6.9 3.13 6.5 。 3.0 。" " 

5.3 3.21 " " 13-0 1.0 1.5 
。

3.3 4.13 " " 8.0 
。 2.5 。

第7表



貯蔵開始期 17 ofji 1周 17年 12~ 18年 11周
種子 温度

水分合軍j期日 正常設芽I綬異常芽 正常設芽I授異常芽 正常設芽|議
15.7 17.2.9 25.2 。。。。。
14.3 2.19 

" h 4.5 1.5 
。。

12.5 3.24 帽 " o ? 1.0 。。
穴煙厳 10.5 3.5 " " 13.5 1.0 

。。
杉
f瓶密封〉 8.5 3.12 29.0 。13.5 0.5 11 " 

6.5 3.26 11 " 24.0 3.0 10.0 2.5 '事

4.5 4.17 持 .11 19-0 3.0 5.0 8.0 
3.5 5.6 h 11 19.5 3.5 2.0 l.O 

13.4 17.2:'1.6 12.0 。。。。
10.7 3.9 11 骨 。 。。。

槍
穴開蔵

8.9 3.9 11 11 9.5 。。
〈甑密封〉

7.1 3.13 11 11 0.5 。。
5.3 3.20 11 開 9.0 1.0 0.5 

15.7 17.2: 9 25.2 。25.0 0.5 18.0 0.5 
500 10.4 3. 3 " " 26.5 2.0 25.0 0.5 杉
〈旗密封〉 6.6 3.24 25.5 0.5 樟

" 一

4.5 4.24 11 曽 16.5 。15.0 0.5 
13.3 17.2.16 ロ.0・ 11 7.0 0.5 2.0 【).5

櫓
500 

10.7 2.9 5.5 。 2.0 。
く瓶密封〉

11 " 
7.1 3.13 " n 8.0 1.0 9.5 

。. 

綜
木
穂
子
の
貯
厳
試
厳

第
二
綴

に
は
差
異
な
し
・
唯
杉
に
於
で
水
分

一定水分に窪して癌密封嘗時、卸i=_，貯蔵開始時の授芽歩合は寅駿せず。

四
・
五
dm
の
も
の
に
於
て
少
し
く
不

良
な
り
し
を
認
め
た
れ
ど
、
と
れ
は

偶
然
の
結
果
と
思
は
る
る
な
り
・

聞
係
撮
度
を
具
に
し
た
る
デ
シ
ケ

ー
タ

l
中
に
貯
へ
た
る
試
験
の
結
果

(
第
五
衰
)
と
此
試
験
の
如
く
始
め
揖

硫
酸
に
よ
っ
て
乾
燥
し
置
き
た
る
も

の
を
貯
蔵
し
た
る
結
果
と
、
室
温
に

於
て
同
一
水
分
の
も
の
を
比
較
す
る

に
、
後
者
に
於
て
明
か
に
良
好
た
る

結
果
を
得
た
り
。

と
れ
前
者
は
一
定

の
水
分

κ議
す
る
迄
に
初
夏
の
高
温

に
遭
遇
し
、
後
者
は
と
の
時
期
起
に

備考

一
定
の
水
分
に
超
低
下
せ
し
也
の
を

密
封
し
た
る
に
因
る
た

p
・
さ
れ
ば

五
一
五



椋
木
居
帽
子
の
貯
厳
獄
酸

第
二
級

五
一
次

賓
用
的
に
は
後
者
の
貯
離
方
法
を
良
好
た
り
と
す
・

園
、
考

察

以
上
第
て
二
回
貯
蔵
試
験
の
結
果
を
綜
合
レ
で
考
察
す
る
に
、
低
温
《
五

1
一
問
度
V

に
置
き
た
る
も
の
は
室
温
及
び
穴
埋
雄
温
に
置

き
た
る
も
の
よ
り
も
、
そ
の
貯
離
結
果
著
し
く
良
好
に
し
て
、
そ
の
水
分
合
量
の
多
少
が
殻
芽
カ
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
室
温
及
び
穴
埋
蔵
に

於
け
る
が
如
く
著
し
か
ら
歩
。
杉
種
子
は
低
温
に
置
き
た
る
場
合
陀
は
る
の
水
分
合
量
は
一
一
守
守
一
五
d
w
の
庚
範
囲
に
て
可
た
り
-

b
及
び
一
二
%
以
下
に
な
れ
ば
梢
々
不
良
に
し
で
、
特
に
一
七
e
%
以
上
及
び
一
・
五
d
w
以
下
は
費
芽
カ
を
相
官
に
低
下
す
る
な
b
・

一
五
dm以

槍
に
て
は
水
分
合
量
四
ー
一
一
二
%
の
範
囲
が
誼
良
k
b。
杉
、
精
共
に
低
温
に
貯
ふ
れ
ば
、
そ
の
許
容
水
分
合
量
の
範
囲
が
債
き
が
敢
に

気
乾
種
子
を
少
し
く
乾
燥
し
た
る
程
度
に
で
可
た
り
。

室
温
又
は
穴
埋
臓
に
て
貯
離
せ
ん
と
す
る
場
合
b
は
、
そ
の
容
器
中
の
閥
係
漏
度
は
ニ
J
4
一o
d
m
の
範
囲
を
良
好
な

p
・6
す
・
と
の
時
種

予
の
水
分
は
杉
、
槍
共
に
約
四

l
凡

μた
h
v
。
車
両
係
揖
度
四
o
u
m以
上
に
-
な
れ
ば
明
か
に
不
良
た
ち
。
六

O
l丸
O
d
Z漁
度
に
た
れ

ば一

G
ヶ
月
後
に
於
て
既
に
殆
ん
E
全
く
護
芽
力
を
犬
ふ
。
閥
係
渦
度
が
一
，
%
以
下
に
も
訟
る
時
は
、
種
子
は
過
乾
と
か
他
り
て
又
結
果
良
し
.

か
ら
や
。

一
O
O
M
の
渦
集
中
に
貯
へ
し
時
、
腐
敗
を
菟
れ
た
る
種
子
は
費
芽
，
カ
を
有
し
、
中
に
は
貯
蹴
中
に
芽
を
出
せ
る
も
の
あ
り
。
さ

れ

εか
aa
る
多
場
中
に
於
て
は
犬
部
分
は
腐
敗
す
る
が
放
に
、
貯
離
償
値
燕
し
と
一
冨
ふ
ペ
し
。

骨
買
に
輪
車
め
漣
硫
酸
を
凋
ひ
}
定
の
水
分
に
迄
種
子
宮
乾
燥
し
た
る
も
の
を
瓶
密
封
し
て
貯
離
し
た
る
に
、
以
停
に
於

τは
悶

i
一
一
一
弱
、
特

に
五

l
丸
折
、
櫓
に
於
て
は
一
ニ

l
九
d
n
の
水
分
に
於
て
よ
く
貯
撤
さ
れ
た
る
を
認
め
た
り
。
而
し
で
室
温
よ
り
も
穴
埋
織
が
少
し
，
、
良
静
ゑ



-V
き
・
此
強
め
謹
硫
酸
に
て
乾
燥
し
た
る
種
子
と
、
臆
係
漏
度
を
調
節
し
て
乾
燥
集
中
に
貯
へ
し
場
合
と
を
比
較
し
た
る
に
、
前
者
が
良
好

な
り
@
と
れ
後
者
は
乾
燥
集
中
に
於
て
漸
戎
乾
燥
す
る
矯
め
、
そ
の
間
五
ヶ
月
止
要
し
た
る
に
よ
る
な
り
。
さ
れ
ば
強
め
種
子
を
日
照
、
火

カ
或
は
他
の
乾
燥
方
法
に
よ
り
て
よ
く
乾
か
し
て
後
に
密
封
貯
離
す
る
を
可
ゑ
b
と
す
。

-

生
石
友
b
E
種
子
に
添
加
す
る
場
合
に
、
種
子
重
の
二
倍
量
の
生
石
友
は
過
量
に
し
て
、
第
一
回
試
験
に
於
て
は
却
っ
て
蜜
芽
カ
を
著
し
〈

害
す
る
を
認
め
た
り
。
第
二
回
試
験
に
於
て
も
精
々
不
良
な
り
を
。
そ
の
量
は
生
石
次
回
¥
ヤ
ム
¥
凶
が
遁
設
な
り
。
叉
堕
化
石
友
を
用
ふ
る
場

合
に
は
、
種
子
重
の
同
過
程
度
或
は
そ
れ
以
下
が
可
な
ら
ん
.
要
は
諸
結
果
を
綜
合
す
る
に
杉
、
・
檎
共
に
水
分
合
量
四

i
八
%
の
乾
燥
程
鹿

に
な
す
可
〈
‘
生
石
友
又
は
聾
化
石
友
の
添
加
量
を
加
減
す
れ
ば
可
た
り
と
す
。
最
も
貰
用
的
左
る
件
浪
硫
酸
に
て
約
二
0
日
間
乾
煉
し
、

遁
嘗
な
る
水
分
に
た
し
て
、
と
れ
生
取
り
出
し
、
鱒
に
密
封
す
れ
ば
相
嘗
量
の
種
子
堂
貯
蹴
し
得
べ
し
・

種
子
貯
臓
に
は
低
温
が
最
も
殻
果
的
な
る
と
と
は
明
か
に
し
て
、
室
温
に
て
は
如
何
に
趨
首
の
水
分
と
な
す
も
、
気
乾
種
子
の
低
温
貯
離

に
及
ば
ざ
る
を
認
む
。
小
山
氏
は
無
乾
種
子
の
宅
ω
内
外
の
水
分
を
除
去
す
れ
ば
室
温
に
於
て
貯
蹴
せ
ら
る
べ
く
、
叉
白
揮
、
小
山
南
氏
は

低
温
の
蚊
果
を
認
め
た
る
が
、
是
等
の
結
果
は
著
者
等
の
結
果
と
犬
随
一
致
す
る
底
た
hν
。
而
し
て
杉
、
檎
の
種
子
貯
蹴
に
つ
い
て
は
、
蓮
司

、

者
等
は
戎
の
方
法
に
よ
る
を
誼
賞
な
り
と
考
ふ
る
訟
-P。

一
、
張
氏
一

O
聴
五
事
ザ
の
低
温
設
備
あ
る
時
は
、
杉
、
槍
の
種
子
は
、
之
を
気
乾
蹴
態
よ
り
少
し
〈
よ
く
乾
燥
し
て
務
封
貯
離
す
ぺ
'
Y

さ
れ
ど
水
芳
一
ニ

μ或
は
そ
れ
以
下
に
迄
乾
燥
す
る
時
は
過
乾
に
よ
り
て
却
っ
て
害
b
り。

二
、
特
別
の
低
埋
設
備
な
き
場
合
は
、
杉
、
槍
の
種
子
は
水
分
聖
四
!
八
dw位
に
注
し
て
瓶
に
密
封
し
た
る
上
穴
埋
離
そ
な
す
べ

k-

一
二
、
室
温
に
貯
ふ
る
時
は
、
前
項
の
範
闘
の
乾
燥
度
に
在
し
て
密
封
ナ
ベ
し
。
さ
れ
ど
こ
ヶ
年
以
上
費
芽
カ
保
持
は
困
難
な
h
p
・

品
柿
木
薗
予
の
貯
直
属
説
"

第
二
種

五
一
七



総
本
種
子
の
貯
蔵
滋
酸

五
一
八

修
二
回
四

一
ヶ
年
以
内
に
て
種
子
は
殻
芽
カ
を
失
ふ
・

五
、
生
石
友
を
添
加
す
る
場
合
一
は
、
種
子
重
の
H
¥中
l
H
¥
ぬ
量
に
て
可
念
り
。
又
聾
化
石
友
を
加
ふ
る
時
は
、
と
ω量
或
は
そ
れ
以
下
に
て
可

問
、
袋
入
又
は
特
に
乾
燥
せ
守
し
て
気
乾
の
ま
L
の
種
子
を
瓶
密
封
に
で
貯
蔵
す
る
場
合
は
、

た・り・

六
、
低
温
に
貯
ふ
る
時
に
、
集
乾
よ
り
少
し
く
乾
燥
し
た
る
種
子
、
邸
ち
水
分
一
二
dn内
外
の
種
子
な
ら
ば
、
特
に
生
石
友
添
加
の
必
要
&

認
め
や
.

要
之
、
杉
、
槍
の
種
子
も
一
般
農
作
物
極
子
と
同
じ
く
、
よ
く
乾
燥
し
、
密
封
の
上
低
温
に
置
く
を
必
要
と
た
ず
。
而
し
て
、
そ
の
乾
燥

程
度
に
も
限
界
あ
り
と
一
宮
ふ
ペ
〈
、
水
分
四

l
八
%
を
最
も
誼
嘗
ξ
な
す
。
又
低
温
も
揺
比
一

O
度
以
下
な
ら
ば
可
た
り
。
密
封
は
吸
漁
を

防
ぐ
露
め
た
忍
故
に
厳
封
す
る
を
要
す
。

そ
の
乾
燥
方
法
た
る
や
日
照
に
よ
る
も
乞
最
も
可
な
り
と
す
れ
E
、
或
は
蟻
氏
二
五
ト
四
O
度
の
火
力
乾
燥
に
よ
り
、
或
は
漉
硫
酸
、
堕
化

石
友
等
を
利
用
し
た
る
乾
燥
装
置
に
よ
り
、
或
は
又
生
石
茨
添
加
等
他
に
も
種
々
の
方
法
あ
り
。
而
し
で
本
試
験
に
よ
り
て
乾
燥
宰
集
中
に

置
く
時
は
、
そ
の
漁
度
そ
ニ

l
ご
O
d
wと
す
ペ
く
、
生
石
友
を
添
加
す
る
時
は
種
子
重
の

H
h
量
を
加
ふ
ぺ
〈
、
要
は
種
子
の
水
分
を
四
」
l

八
%
に
な
す
を
最
過
と
認
む
お
な
り
。
五

l
一
O
度
の
如
を
低
温
に
貯
へ
得
る
な
ら
ば
、
集
乾
種
子
を
少
し
く
乾
燥
し
た
る
程
度
、
卸
ち
水

分
一
二
u
m
位
な
ら
ば
可
な
る
べ
く
、
之
が
矯
め
に
特
に
生
石
友
の
如
き
乾
燥
剤
を
添
加
す
る
必
要
な
き
な
り
。
普
通
の
催
に
て
は
プ
グ
年
殻

芽
力
を
保
持
し
得
ざ
る
か
、
或
は
辛
う
じ
て
一
ヶ
年
制
僅
少
の
蛍
芽
力
を
保
持
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
が
、
川
崎
上
の
方
法
に
よ
れ
ば
ニ
ヶ
年
は
貯

離
し
縛
べ
し
・



玉
、
摘

要

て
昭
和
}
四
年
よ
り
一
八
年
に
瓦
り
、
二
回
に
分
ち
て
杉
、
槽
の
種
子
を
貯
離
し
、
褒
芽
力
保
存
に
及
ぼ
す
開
係
漁
度
、
貯
蔵
温
度
、
種

子
の
水
分
合
量
及
び
乾
燥
剤
の
影
響
等
を
試
験
し
た
b
.

二
、
第
一
回
は
、

ω、
デ
シ
ケ
1
タ
l
内
の
空
気
-Z硫
酸
に
よ
り
て
一
周
匿
の
異
る
閥
係
渦
度
に
た
し
て
、
そ
の
内
に
種
子
を
貯
へ
叉
別
に

化
石
友
添
加
及
び
穴
埋
離
法
等
を
も
行
へ
り
。
そ
の
種
子
の
費
芽
力
は
飴
り
良
好
な
ら
や
・

四
、
前
後
二
回
の
試
験
に
於
て
確
か
に
認
め
た
る
は
、
開
係
漁
度
六

O
U
W
の
集
中
に
置
き
た
る
気
乾
種
子
ば
、

一
、
ご
ヶ
年
後
に
於

τも
貯

仰
、
種
子
に
生
石
友
を
添
加
し
て
六
種
の
温
度
に
貯
離
せ
り
。
そ
の
種
子
は
昭
和
一
四
年
採
集
の
も
の
に
し
て
、
同
年
一
二
月
に
貯
臓
を

開
始
し
一
八
年
一
一
月
に
抽
膨
れ
り
。

-
二
、
第
二
回
試
験
は
昭
和
一
七
年
一
月
に
始
め
、

一
八
年
一
一
月
迄
績
け
た
り
・
そ
の
方
法
は
犬
檀
に
於
て
前
回
に
同
じ
け
れ
E
、
別
に
軍

蹴
営
初
の
水
分
ご
ニ

i
一
間
d
w
)

と
盤
化
た
く
、
之
よ
り
漏
度
を
増
し
、
叉
は
減
や
'
る
時
は
、
種
子
の
水
分
は
増
減
す
。
而
し
て

0
・一一一

%
の
如
き
極
端
の
渦
度
に
於
て
は
、
種
子
は
過
度
に
乾
燥
せ
ら
る
。
而
し
て
水
分
の
平
衡
に
建
す
る
に
は
五
ヶ
月
を
要
す
。

五
、
二
回
の
試
験
の
結
果
を
綜
合
精
察
す
る
に
、
一
般
的
に
杉
、
槍
共
に
聞
係
泊
、
度
二

l
ご
o
u
n
、
種
子
の
水
分
四

l
八
d
w

の
程
使
が
費
芽

カ
保
存
に
最
も
遁
常
な
り
と
認
む
。
聞
係
掛
度
が
一
，
%
以
下
は
過
乾
、
問
。
%
以
上
は
過
掃
な
り
。

峰、.、
4
/
 

一
O
O
M
の
漁
集
中
に
於
て
も
腐
敗
せ
守
に
残
れ
る
種
子
あ
り
。
是
等
は
よ
く
讃
穿
力
を
保
持
せ
る
は
注
目
す
ぺ
し
・

七
、
杉
、
檎
の
種
子
に
乾
燥
剤
と
し
て
.
生
石
次
を
加
ふ
る
時
は
、
種
子
重
の
之
切
に
て
足
れ
り
と
す
。
俗
量
は
却
っ
て
有
害
な
り
・
盟
化
石

抽
柿
木
掴
帽
子
の
貯
厳
説
画
壇

第
二
銀

五
一
丸



総
本
昌
国
子
の
貯
B
E

鼠.
-F
二

量

破
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湿
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縛
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